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要旨：昨今、精神疾患による病気休職者数が過去最高を記録し、教員不足が深刻

な課題となっている。学校現場では、初任者教員が悩みを打ち明けにくい

状況が散見される。本研究では、学校の外側から注視する教育委員会指導

主事による初任者教員のメンタルヘルス不調の早期発見・早期対応の取組

に注目した。調査の結果、不調には個人的要因と環境要因があり、それら

が複合的に関連していることが明らかになった。また、指導主事は初任者

研修、学校訪問、教育行政としての教員支援施策を通じて直接的・間接的

支援を講じており、個人及び組織としての対応の工夫が見られた。不調に

結び付くリアリティショックを軽減するために、入職前に教職経験を積め

る新しい教員養成課程の編成、初任者教員を複数で支援する援助チームの

構築、管理職やメンターへの研修の充実等を図ることで、メンタルヘルス

不調の未然防止・早期発見に寄与するものと考える。 
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研究主題 
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初任者教員のメンタルヘルス不調を察知し、支援する教育行政の取組に関する一考察 
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1 問題と目的 

 「令和４年度公立学校教職員の人事行政状況調

査について」（文部科学省,2023）によると、精神

疾患による病気休職者数は、6,539 人（全教育職

員数の 0.71％）で、令和３年度（5,897人）から

642 人増加し、過去最多となっている。いわゆる

「教員不足」の状況と相まって、人材不足が大き

な課題となっている。学校現場では、初任者教員

に対して入職時のフォローアップ体制が整えら

れているものの、初任者教員が増大する業務に追

われる中、管理職や同僚に対して援助を求める行

動がとれずに悩み、苦しんでいる実態がある。 

課題山積の学校現場であっても、メンタルヘル

ス不調をいち早く察知し早期対応ができれば、病

気休職等に至る前に状況改善を図ることができ

るのではないかと考える。しかし、学校現場では、

管理職に率直に悩みを相談できる者もいれば、相

談できない者もいる。そこで、本研究では学校の

外側から学校の状況を注視する教育委員会指導

主事による初任者のメンタルヘルス不調の早期

発見・早期対応の取組に注目した。これまで先行

実践を調査し、その共通点を明らかにしながら、

今後の教育現場、教育行政に活用できる取組を提

案する。 

 

2 研究方法 

（1）調査対象：東京都の区市町村教育委員会 

指導主事 3名 

 

（2）調査時期：2023年 7月 

 

（3）調査方法：1名あたり約 1時間の半構造化 

インタビュー 

 

（4）質問内容：主に初任者教員のメンタルヘルス 

不調の要因、予兆、対応に関する内容 

 

（5）分析方法 

佐藤(2008)の「事例-コードマトリックス」を参

照した。インタビューの音声データを逐語録化し、

対象者に内容を確認後、分析テーマに該当する箇

所の文章を抽出し、それらに小見出し（オープン・

コード）を付けた。続いて、オープン・コードを

比較・統合しながら更に抽象度の高い言葉（焦点

的コード）に集約するため、コード同士の関係を

整理した。結果として生成されたコードや文字デ

ータは、意味内容を区別するために、オープン・

コードを【墨付き括弧】、焦点的コードを〈山括弧〉、

文字データの直接引用を「鉤括弧」とした。 

 

3 結果 

（1）メンタルヘルス不調の要因 

 

初任者教員のメンタルヘルス不調の要因とし

て、「個人的要因」と「環境要因」に整理した。 

 

① 個人的要因 

初任者教員のメンタルヘルス不調に繋がる個

人的要因として 4つが挙げられる。第一に、初任

者教員が抱く【自分の思い通りにならない】等の

感情からくる〈思い描いたものと現実とのギャッ

プ〉が不調の引き金となる場合である。第二に、

【自分で自分にプレッシャーをかけてしまう】等

のような〈自分に原因を求めてしまう〉人に見ら

れる傾向である。第三に、〈教員一人に掛かる過度

な負荷によるオーバーフロー〉等の状態に継続し

てさらされた場合にも、その可能性が指摘される。

第四に、初任者教員の【積極的にコミュニケーシ

ョンが取れない受け身の姿勢】等による〈困り感

を言えない状態〉は、本人が周囲に援助を求める

行動を取ることをためらわせ、その結果として、

メンタルヘルス不調を進行させることがある。 

 

② 環境要因 

また、環境要因には以下の 4 つが挙げられる。

第一に、メンターの初任者教員に対する【一方的

な指導】等に端を発する〈メンターによる効果的

な指導・支援の不足〉である。第二に、【悩みを受

容できない学校のゆとりのなさ】等から派生する

〈メンターの多忙さによるコミュニケーション

不足〉も指摘される。第三に、【問題解決を担任の

みに委ねる学校文化】等に由来する〈組織的なフ
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ォローアップ体制の不備〉も不調が発生しやすい

土壌となる。第四に、【「困った」が言えない雰囲

気】等の蔓延した環境は、〈気軽に相談できる環境

の不整備〉の表れであり、メンタルヘルス不調を

促進させてしまうことがある。 

以上のことから、初任者教員のメンタルヘルス

不調は、個人的要因にのみ起因するものではなく、

組織的な支援の不備等の環境要因と相絡まった

複合的な要因の上に起こるものと捉えられる。 

 

（2）メンタルヘルス不調予防の取組 

 

メンタルヘルス不調の予兆を察知する指導主

事の取組として、初任者研修、学校訪問、教育行

政としての教員支援施策の３つがある。また、初

任者教員に対する声掛けや情報収集等の直接的

支援と、「メンタルヘルス対策講座」の導入や校長

との情報共有等の間接的支援があり、個人及び組

織としての対応の工夫が見られた。 

 

4 考察 

入職前の教育実習の短さは、初任者教員になっ

た際の見通し不足を招く恐れがある。臨時的任用

教員や非常勤講師等のように長期間授業に携わ

る経験を備えていれば、入職後も職務内容に見通

しをもつことができ、リアリティショックを軽減

させることができるであろう。例えば、教員養成

課程の段階からそうした経験を予め積んでおく

ことが考えられるが、これには自治体と大学との

連携による新しいカリキュラムが不可欠である。

また、スクールカウンセラーや経験豊富な退職校

長との連携を強化し、初任者教員に対する効果的

な支援体制を構築することも求められる。さらに、

管理職やメンターに対する研修を充実させるこ

とで、初任者教員への支援が変容し、メンタルヘ

ルス不調の未然防止・早期発見に寄与するものと

考える。 
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